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白石地区の未来を見据えた地域づくりの取り組みを発信する広報紙
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令
和
６
年
11
月
25
日
（
月
）
と
29
日
（
金
）
の
両
日
、
午

後
４
時
と
午
後
７
時
か
ら
の
２
部
制
で
、
白
石
地
区
の
学
校

に
通
う
ま
た
は
居
住
し
て
い
る
10
代
〜
20
代
を
対
象
に
し
た

「
若
者
会
議
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
前
に
チ
ラ
シ
を
市
内
の

中
学
・
高
校
で
配
布
し
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
中
学

生
28
名
、
高
校
生
2
名
、
大
学
生
2
名
、
社
会
人
2
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
白
石
地
区
の
現
状
を
デ
ー
タ
を
元
に
説
明

し
た
上
で
、

①
地
域
活
動
へ
の
関
心
は
あ
る
の
に
参
加
し
な
い
若
者
が
多
い

協
議
会
設
立
に
向
け
た
世
代
別
対
話
を
実
施
し
ま
し
た

白
石
地
区
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
10
〜
20
代
に
よ
る
若
者
会
議
か
ら
ス
タ
ー
ト

1
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　　　　　特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセンター

つ　き　さ　ら

　

白
石
地
区
は
他
の
地
区
と
違
い
、
地
区
独
自
の
公

民
館
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
（
仮
称
）
白
石

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
委
員
会
で
は
、

令
和
6
年
10
月
1
日
に
白
石
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
第
一
会
議
室
に
事
務
局
を
置
く
事
務
所
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

開
設
当
初
は
机
が
１
つ
あ
る
だ
け
の
事
務
所
で
し
た

が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
テ
ー
ブ
ル
や
事
務
机
・
い
す
等
を

譲
り
受
け
た
り
、
看
板
を
自
作
し
て
玄
関
に
掲
げ
た

り
す
る
な
ど
、
手
作
り
感
満
載
で
す
が
少
し
ず
つ
事
務

所
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
11
月
に
入
る
と
よ
う
や

く
事
務
局
専
用
の
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
も
整
備
さ
れ
、
徐
々
に
事
務
局
と
し
て
の
機

能
が
備
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

深谷地区

大鷹沢
地区

白川地区

斎川地区

大平地区

越河地区

小原地区

福岡地区

白石地区

設
立
準
備
委
員
会
事
務
局
を
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
一
画
に
開
設

2/

【場所】白石市役所 4F大会議室
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（主催）（仮称）白石地区まちづくり協議会設立準備委員会
（後援）白石市 市民経済部 まちづくり推進課
（協力）特定非営利活動法人 都岐沙羅パートナーズセンター

＜内容＞
世代別会議で出された意見をもとに、住民
が主体となって進める白石地区での取り組
みを、参加者で話し合って考えていきます。

＜参加対象＞
白石地区に在住・在学・在勤の方ならどな
たでも参加できます。

＜申込み方法＞
右のQRコードをスマート
フォンで読み込んでいただく
と、申込みフォームにアクセ
スします。必要事項をご入力
の上、お申し込み下さい。

＜問い合わせ先＞
（仮称）白石地区まちづくり協議会
設立準備委員会 事務局（担当：大橋）
【TEL】080-5218-4205
【メールアドレス】shiroishimachikyo@gmail.com

【申込み〆切】令和7年1月31日（金）

第
１
回

2/ 19:00~21:002025 26水

19:00~21:00水

第
２
回

白
石
地
区
の
こ
れ
か
ら
の

地
域
づ
く
り
を
多
世
代
で

話
し
合
う
カ
タ
リ
バ
で
す

白石地区みらいづくり
座談会を開催します！

●情報が届いていない。SNSはスマホを持っていな
い生徒もいるので、学校を通じて情報があると参
加しやすい。
●近所に子どもがいないので、子ども会に属してな
い。自治会活動もしたいが入り口がない。
●何かイベントをやるにしても、若者を会議に参加
させて意見を聞いてほしい。年配者が考えたこと
を単に与えられるのは嫌だ。
●もっと若い世代を信頼して、役割を与えてほし
い。下の世代を育てるという意識・機会を、もっ
と持ってほしい。
●大人からの指示だけで動いていたら、何も身につ
かない。大人に意見を言う前に、若者が交流して
仲間を増やし、実績をつくるようにしたい。

若者会議で出された主な意見 の
は
な
ぜ
？

②
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
し
て
「
手
伝
っ
て
も
い
い
」
と
思
っ

て
い
る
若
者
は
多
い
の
に
、
実
際
に
参
加
す
る
人
が
少
な
い
の

は
な
ぜ
？

③
若
者
が
地
域
活
動
に
参
加
し
や
す
く
す
る
た
め
に
自
分
達

が
で
き
る
こ
と
は
？

と
い
う
３
つ
の
質
問
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
人
が
ハ
ッ
と
す
る
意
見
や
、
主
体
的
に
地
域
と
関
わ
る
ア
イ

デ
ィ
ア
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。（
主
な
意
見
は
左
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

　

当
面
は
、
設
立
準
備
委
員
会
の
委
員
２
名
で
事
務

局
を
回
し
て
い
く
形
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
お
互
い

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
業
務
と
な
る
た
め
、
し
ば
ら
く

の
間
は
開
所
日
を
毎
週
月
曜
日
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
徐
々
に
機
能
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
編
集
後
記
】

　（
仮
称
）
白
石
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
準
備
委

員
会
が
発
足
し
、
今
ま
で
は
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
行
っ

て
い
た
事
務
局
業
務
を
、
私
た
ち
委
員
が
主
体
と
な
っ
て

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。慣
れ
な
い
こ
と
の
連
続
な
の
で
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
方
々
、
斎
藤
先
生
の
お
力
を
借
り

な
が
ら
、
何
と
か
進
め
て
お
り
ま
す
。
住
み
や
す
く
、
皆

が
幸
せ
を
感
じ
る
場
を
作
る
た
め
に
は
、
地
区
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

若者会議の様子（2024.11.25・29）
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12
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
か
ら
60
代
以
上
の
世

代
を
対
象
に
し
た
「
熟
練
世
代
会
議
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
白
石
地
区
の
自
治
会
長
、
民
生
委
員
、
主
任
児

童
委
員
な
ど
27
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
N
P
O
法
人

都
岐
沙
羅
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー
の
斎
藤
主
税
先
生

か
ら
、「
人
口
減
少
社
会
で
は
、
地
域
活
動
の
量
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
人
と
人
の
交
わ
る
密
度
を
高
め
る
こ

と
が
大
事
」
と
い
う
論
点
が
示
さ
れ
、
参
加
者
同
士
で

の
意
見
交
換
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、①
10
年
後
の
暮
ら

し
の
心
配
事
②
10
年
後
ど
ん
な
暮
ら
し
・
活
動
が
営
ま

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
設
立
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

中
で
、そ
も
そ
も
私
た
ち
が
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る
「
ま

ち
協
」
と
は
何
を
目
的
と
し
た
団
体
な
の
か
を
、
仮
の

形
で
も
明
文
化
す
る
こ
と
が
、
今
後
、
話
し
合
い
を
具

体
化
す
る
上
で
も
、
ま
た
、
よ
り
多
く
の
地
区
の
方
々

に
参
画
い
た
だ
く
上
で
も
必
要
と
感
じ
、
理
念
（
案
）

の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
に
開
催
し
た
地
域
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
世
代
別
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を

基
に
、
準
備
委
員
で
話
し
合
い
、「
目
指
し
た
い
地
区

の
姿
」
を
以
下
の
６
つ
の
要
素
に
ま
と
め
ま
し
た
。

●
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
意
見
が
尊
重
さ
れ
、
活
動
・
事
業

　

に
反
映
さ
れ
る
こ
と

●
次
世
代
の
活
動
が
次
々
と
生
ま
れ
、
多
世
代
で
一
緒

　

に
取
り
組
め
る
こ
と

●
自
治
意
識
が
高
く
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
地
域

　

を
一
緒
に
つ
く
ろ
う
と
す
る
こ
と

●
隣
近
所
に
顔
見
知
り
が
い
て
、
困
っ
た
ら
気
軽
に
相

　

談
し
合
え
る
こ
と

●
各
自
治
会
や
各
所
団
体
の
情
報
が
共
有
さ
れ
、
協

　

働
や
協
創
が
で
き
る
こ
と

●
地
区
が
も
つ
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
愛
着
を

　

も
っ
て
継
承
す
る
こ
と

　

こ
れ
ら
の
姿
を
実
現
す
る
団
体
と
し
て
、「
ま
ち
協
」

を
構
想
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
理
念
（
案
）
で
あ
り
、
皆
さ
ん
と
の
議
論
を
経
な

が
ら
、
よ
り
よ
く
鍛
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
地
域
を
支
え
て
い
る
60
代
以
上
の
声
を
伺
い
ま
し
た
【
熟
練
世
代
会
議
】

こ
れ
か
ら
の
地
域
を
担
う
30
〜
50
代
の
声
を
伺
い
ま
し
た
【
次
世
代
会
議
】

私
た
ち
が
め
ざ
し
た
い
白
石
地

区
の
姿
と
は
？

将来への希望と安心感を高める
自治型コミュニティをつくる
私たちは、地域の困りごとや人・団体の情報を日

常的に整理・共有し、自治会や各種団体の協働と

新しい発想の活動を生み出します。

●若者や働いている人・世代と気軽に話せる機会・
接点が少なく、世代間の交流が足りていない。

●子どもから大人まで幅広い世代が、「お互いに協力
しあって一緒に何かを作り上げる」という機会・
経験が少なくなった。

●若者・次世代の声に耳を傾け、その世代の取り組
みを年配者が積極的に応援・協力する仕組みをつ
くってはどうか。

●役割を細かく分け、若い世代に任せることを、地
区全体で推奨・後押ししていく。

●小さなグループでの活動を積極的に応援し、地域
活動のはじめの一歩を踏み出す人を増やしていく。

●学校行事の中に地区住民が参加する機会を設け、
世代間交流の場にできないか。

※理念とは、設立する協議会が“そもそも何を目的に活動・事業を
行うのか？”を明文化したものです。設立する協議会の根幹を成
すものであり、この考えに沿って事業内容や組織体制等を考え、
さまざまな取り組みを実行していきます。

（仮称）白石地区まちづくり協議会の理念（案）

熟練世代会議で出された主な意見
●自治会のことをしっかりと学ぶ機会がなく、若い
人が地域活動に参加・参画しやすい仕組み・環境
が整っていない。
●広く薄くつながる場・対話の機会がなく、地区内
での人材発掘ができていない。
●同世代・世代間のつながりが生まれるよう、企画
段階から参加できる機会を増やしてはどうか。
●世代・人・地域のつなぎ役となる仲人役を、中堅
世代が中心となって担おう。
●地域活動の担い手を増やすための学びの場・情報
発信に力を注ぐことが大切。
●自治会やサークルなどの活動・イベントを一覧し
たカレンダーをつくり、全戸配布してみてはどう
か。

次世代会議で出された主な意見

設立準備委員会で意見を出し合い理念案を検討しました（2024.8.28）

れ
て
い
た
ら
よ
い
か
③
思
い
描
く
10
年
後
を
現
実
の
も

の
と
す
る
た
め
に
足
り
て
い
な
い
こ
と
は
何
か
④
住
民

自
身
が
で
き
そ
う
な
も
の
は
何
か
、
と
い
う
４
つ
の
テ
ー

マ
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
考
え
・
意
見
を
ざ
っ
く
ば

ら
ん
に
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
主
な
意
見
は

左
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

会
議
で
は
、
先
に
開
催
さ
れ
た
若
者
会
議
で
の
意
見

も
紹
介
さ
れ
、
若
者
は
主
体
的
に
地
域
活
動
に
参
加
し

た
い
と
い
う
思
い
を
か
な
り
持
っ
て
い
る
こ
と
に
、
大
変

驚
き
、
感
心
し
た
様
子
で
し
た
。
地
域
で
活
動
し
て
い

る
方
々
だ
か
ら
こ
そ
の
悩
み
・
意
見
が
た
く
さ
ん
出
さ

れ
、
と
て
も
有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
（
木
）
午
後
7
時
か
ら
は
、
30
代
か
ら

50
代
を
対
象
と
し
た
「
次
世
代
会
議
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
仕
事
帰
り
で
お
疲
れ
の
中
、
13
名
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
の
地
域
を
担
う
世
代
の

方
々
で
す
が
、
中
に
は
自
治
会
副
会
長
を
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

熟
練
世
代
会
議
と
同
様
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ

る
論
点
提
示
が
行
わ
れ
た
後
、
意
見
交
換
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
仕
事
に
関
す
る
こ
と
、
親
の
介
護
の
こ
と
、

若
者
が
地
域
に
残
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

自
身
が
高
齢
に
な
っ
た
時
の
不
安
な
ど
、
現
役
世
代
な

ら
で
は
の
意
見
が
た
く
さ
ん
出
て
き
ま
し
た
。

　

世
代
別
会
議
と
し
て
は
一
番
最
後
の
実
施
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
既
に
行
わ
れ
て
い
た
若
者
会
議
や
熟
練
世

代
会
議
で
の
意
見
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
触

発
さ
れ
、
前
向
き
な
意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
同
じ
世
代
が
集
ま
り
語
り
合

う
こ
と
で
、
お
互
い
の
考
え
・
意
見
を
共
有
で
き
、
あ

る
種
の
安
心
感
が
生
ま
れ
た
こ
と
。「
世
代
・
人
・
地

域
を
つ
な
い
で
い
く
『
仲
人
』
の
よ
う
な
存
在
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
役
を
担
う
世
代
が
我
々
で
は
な
い
か
」

と
い
う
共
通
認
識
も
芽
生
え
、
こ
れ
か
ら
の
展
開
に
大

き
な
可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
会
議
で
し
た
。

（
主
な
意
見
は
左
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

熟練世代会議の様子（2024.12.19）次世代会議の様子（2024.12.19）
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ら


